
会   議   録 

会  議  名 山陽小野田市図書館協議会 

開 催 日 時 令和7年２月１３日（木）午前10時30分から午後12時まで 

開 催 場 所 山陽小野田市立中央図書館２階 第１会議室 

出 席 者 

山陽小野田市図書館協議会委員 7名 

香川真澄委員、金田和弘委員、東原秀一委員、吹上静恵委員、伊藤久美子委員、

梅津弘美委員、中村明美委員 

事務局 ７名 

藤山教育部長、山本社会教育課長 

山本図書館長、増冨中央副館長、銭谷厚狭副館長、藤澤主任、村上主任主事 

欠 席 者 若山 さやか委員 

配 布 資 料 次第、議事資料等 

担 当 課 教育委員会 社会教育課 中央・厚狭図書館 

会 議 内 容 

及 び 結 果 

１ 開会  

２ 教育部長あいさつ  

３ 委員、事務局職員自己紹介  

４ 議事 

（１）令和６年度事業報告について 

事務局から令和６年度事業の実施状況、図書館の利用状況等について資料 

に沿って説明した。 

以下、委員からの主な質問及び回答。 

委 員：初めて文系のサイエンス・カフェを開催し、普段の３倍以上の参加 

があった。図書館としてどう捉えるか。 

  事務局：今回歴史がテーマであり関心が高かったと考えている。 

                          

（２）令和７年度重点目標（案）、活動方針（案）について 

事務局から資料に沿って説明した。 

以下、委員からの主な質問及び回答 

委 員：マイセレクトブックの効果・反応はあるか。 

事務局：図書館の本棚に特色が出る。来館者は、関心を持って借りている。 

 

（３）その他 

図書館の活動全般について、委員との意見交換。 

事務局：学校配本サービス利用が学校によりバラツキがある。この課題 

解決にむけて御意見を伺いたい。 

委 員：学校配本サービスが気軽に活用できるという情報発信が弱いの 

ではないか。 

委 員：図書館職員が利用の講習をするなどの仕組みを整えてはどうか。 

事務局：各校に周知のためのプレートやポスターを配布している。 



委 員：配本図書、電子書籍の懸念点として、児童が年齢相応の書籍を借 

りられていない事がある。児童への不適切な書籍の遮断が、今後 

の課題となるのではないか。 

  事務局：図書館の蔵書は選書して選ばれた本なので、問題になるような 

本はないと考える。 

 

５  その他 

事務局から、中央図書館照明器具LED改修工事について説明した。 

 

６  閉会 

 

以上 

 


